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プラスチックの性質

〇軽くて丈夫
〇成型しやすく大量生産が可能
〇透明性があり着色が自由（多くが透明）
〇ＰＥ、ＰＰ、ＰＳ、ＰＥＴ等多くの種類がある
〇原料がナフサ（粗製ガソリン）で比較的に安価
〇加工しやすく、複合素材のラミネート構造が可能・・・・
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使用済みプラスチックとは

■容器包装プラスチック
容器包装リサイクル法で定められており、商品の容器および包

装であって、商品が分離された場合に不要になるもの。
弁当の容器、レジ袋・・・など

■製品プラスチック
容器包装プラスチック以外のプラスチック製品
（全てプラ製の）ハンガー、おもちゃ、洗面器・・・など
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容器包装リサイクル法のしくみ
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リサイクルの手法

マテリアルリサイクル：再生樹脂（パレット、コンパウンド）等
（材料リサイクル：ＭＲ）

ケミカルリサイクル：コークス炉化学原料化、ガス化、等
（ＣＲ）

エネルギーリカバリー：ごみ発電、ＲＰＦ、セメント焼成、等
（サーマルリサイクル：熱回収：ＥＲ）
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• リサイクル方法（再商品化手法）によってＣＯ２の削減効果が
異なる。

• 容器包装リサイクル法では、指定法人（容リ協会）が再商品化
事業者（リサイクル事業者）を入札で決めるため、どのような
リサイクル方法を採用するか自治体が選択できない。

• 世田谷区では、２Ｒの徹底を前提としつつ、現状のＥＲを当面
の間、継続しながら、よりＣＯ２の少ない手法について外部の
知見も加えて調査・研究し、 ～ リサイクルに関するルール
のあり方について ～ 検討していく。

令和2年3月『世田谷区一般廃棄物処理基本計画 中間見直し』Ｐ26、27 一部編集

容器包装プラスチックの分別収集とＣＯ２の削減
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再商品化手法別のＣＯ２削減量
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リターナブルパレット（新規樹脂代替）

リターナブルパレット（新規木材代替）

再生樹脂（コンパウンド）

ガス化（アンモニア製造）

コークス炉化学原料化

発電/焼却（発電効率15.8％）

発電/焼却（発電効率17.6％）

単位:㎏-CO2/プラ-t

手法別の二酸化炭素削減量を比較した場合、コークス炉化学原料化が最も高く、リターナブルパ
レット（新規木材代替）が最も低い。



区の使用済みプラスチック製品の扱い

本区は、一部のプラスチックを除き、可燃ごみとして収集し、清掃
工場で焼却・熱回収（エネルギーリカバリー：ＥＲ）したうえで、発
電や温水プール等に有効利用している。

■回収しているプラスチック
品目 回収方法 頻度

ペットボトル 集積所（分別収集） 月2回

ペットボトル
ペットボトルキャップ
白色発泡トレイ

公共施設でのボックス回収方式（拠点回収） 施設開館時

色・柄付き発泡トレイ
透明プラスチック容器 公共施設での手渡し方式（拠点回収） 月２回

7



8



9

プラスチック１ｔをリサイクルした場合(加重平均）と発電焼却(発電効率17.6％）した場合の
二酸化炭素削減効果の比較

リサイクルシナリオ
加重平均

発電焼却シナリオ
発電効率17.6% 単位：kg-CO2/プラ-t

収集, 7 収集, 76

選別, 22

運搬, 7

単純焼却
残 渣 埋
立 ,

2,710

バージン
材からの
商品化,
2,313

リ サ イ ク
ル2,774

5,030

2,879

‐2,151

-4,000

-2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

基準シナリオ1 リサイクル
システム

二酸化炭素
削減効果

収集, 7収集, 7

単純焼却
残渣埋立

,
2,710

発電焼却
残 渣 埋
立 ,

2,710

系統電力,
1,008

3,725

2,717

-1,008

-4,000

-2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

基準シナリオ2発電焼却
シナリオ

二酸化炭素
削減効果

2,151

1,008

リサイクルし
た場合の発電
焼却に対する

削減効果
1,143

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

リサイクル
した場合の
二酸化炭素
削減効果

発電焼却
した場合の
二酸化炭素
削減効果



世田谷区のＣＯ２排出量

『オール東京62市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プ
ロジェクト」2018年度 温室効果ガス排出量（推計）算定結果に
ついて』による世田谷区の二酸化炭素排出量は、全体で263.7万
ｔ／年、一般廃棄物部門で11.1万ｔ／年である。

二酸化炭素排出量

（ t-CO2/年）
割合

産業部門 77,000 2.9%

民生家庭部門 1,281,000 48.6%

民生業務部門 725,000 27.5%

運輸部門 443,000 16.8%

一般廃棄物部門 111,000 4.2%

合計 2,637,000 100.0%
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• 『プラスチック資源循環促進法』の成立を踏まえ、家庭から排
出される使用済みプラスチック使用製品の分別収集・再商品化
のあり方について検討に着手する。

• 検討にあたっては、清掃・リサイクル審議会の開催をはじめ、
十分かつ丁寧に行う。
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今後のスケジュール（予定）

令和３年 １１月 区民生活常任委員会（今後の進め方を報告）

令和４年 ６月 清掃・リサイクル審議会（予定） 諮問

令和５年 ２月 清掃・リサイクル審議会（予定） 中間答申

７月 清掃・リサイクル審議会（予定） 最終答申

８月 区の政策決定
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